






















































































































































































アクセスが良い １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５
完走メダル・Tシャツ １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５
地元の特産品 １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５
特色のある大会 １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５
いろんな種目がある １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５
日本陸連公認の大会 １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５
表３　市民マラソンの魅力と特徴
エイド 15 スタート整列 1
沿道応援 27 参加料 1




コース景観 3 健康に良い 1
地域住民・ランナーとの交流 14 開催地を観光できる 9

































































■ 記録更新　■ 健康　■ 観光　■ 趣味
参加目的
誰と参加するか




















■ 自然を感じるコース　■ 街中を走るコース　■ 坂が少なく走りやすいコース
■ 都市開催で大規模　　■ 地方開催で中規模　　■ 地方開催で小規模
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もてなしにある。1982年に開設され，2020年大会で39回
目を迎えた歴史ある本大会の開催地である指宿市の地域
住民は，大会に慣れ親しんでおり，毎年恒例のお祭りと
して大会に参加する。北村ほか（1997）の大会開催に対
する住民の評価の研究によると，地域住民は，指宿市の
知名度が高められ，イメージアップに結び付いていると
肯定的な評価をしていることが報告されている。こうし
た地域住民による私設エイドや沿道の応援の主体性が大
会の満足度に繋がり，多くのリピーターを生んでいる
　福岡マラソンは約12,000人が参加する福岡を代表する
都市型マラソンとなっているが，開催のスケジュール設
定に問題がある。その問題とは１ヶ月後に開催される福
岡国際マラソンを行政が優先し，福岡マラソンは規模縮
小を強いられている。この影響により，コストの高い福
岡市の中心地の交通規制が長時間確保できない。した
がって，スタート地点は福岡市の天神（渡辺通り天神交
差点）となっているが，ゴール地点は福岡市と隣接する
糸島市（糸島市交流プラザ志摩館付近）となっている
（第８図）。その結果，福岡の華やかな街並みはコースの
０～10kmまでしか感じることができない。さらに，ゴー
ル地点となっている糸島市の交流プラザ志摩館から最寄
り駅にあたる筑前前原駅まで3.7kmもある。大会から無
料のシャトルバスが運行しているが，完走後の利用者が
多く渋滞が発生し，諦めて徒歩で帰る参加者もいる。以
上のことから，参加経験のある参加者の満足度は低く
なっている。
４．考察
（１）共通の参加意図
　共通の参加意図とおかやまマラソンの既存構造を比較
した結果，概ね一致し，とくにストレスの少ない円滑な
運営と岡山県ならではのホスピタリティが参加意図に影
響していることが示唆された。先森ほか（2014）の報告
では，県内参加者は大会満足度，県外参加者は地域愛着
が再参加意図に影響したと報告されている。そこで，本
研究は国内の市民ランナーを対象とし，そのサンプルを
拡大し共通の参加意図を検証した。その結果，ホスピタ
リティは県外・県内の参加に問わず重要であり，大会満
足度を上回る参加意図となる可能性が高い。
　また本研究では，大会構造に深く着目し，大会構造と
参加条件の項目で理想の大会像の調査を試みたが，競技
性の高い項目は全体的に優先度が低い結果となった。し
かし，大会規模のみは，「中規模で地方開催」で意見が
概ね一致した。現地調査でその理由を聞くと，「運営が
スムーズで，地方大会のほうが開催地の魅力を感じる。」
という意見が多かった。このことから，参加意図として
円滑な運営とホスピタリティの重要性が再確認すること
ができた。
（２）おかやまマラソンの発展要因
　その一方で，おかやまマラソンがわずか５年の歴史で
満足度１位を獲得した要因は明確にならなかった。県民
の主体性は，いぶすき菜の花マラソンのように歴史のあ
る大会ほど，住民の大会に対する理解度が高い傾向にあ
ることが明らかとなったが，おかやまマラソンはわずか
５年の歴史である。また同年の2015年に設立した金沢マ
ラソンでは沿道応援隊を公式募集する活動などがみられ
るが，おかやまマラソンでは一般応援の直接的な誘致は
行っていない。なぜ数年で主体性が向上したのか。その
背景として，メディア各局のアナウンサーがランナーと
して参加し，大会を報道，有名タレント，元オリンピッ
ク選手，実業団陸上部の選手などの岡山にゆかりがあ
り，影響力のあるゲストを起用することで，マラソンに
関心がなかった人が大会に関わるキッカケになったと考
えられる。メディアの影響力を清水（2015）は，女子ア
ナウンサー，タレントを登場させ，ランナーとして参加
することで，日本人に親近感を与えると指摘しており，
発展要因の一因と考えられる。
　しかし，おかやまマラソンの持続的な運営について考
えると課題点も挙げられる。現状ではおかやまマラソン
の顕著な課題点は上げられないが，長期的に持続的な運
営を維持していくためには他大会に劣らない独自の付加
価値が必要だ。おかやまマラソンの今後の発展策とし
て，県民の主体性という既存の資源を生かし，大会の歴
史を重ねるごとに，さらに発展していくことが重要だと
思われる。
第８図　福岡マラソンのコースマップ
参加意図に着目した地方型市民マラソンの発展要因－おかやまマラソンの場合－ 
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５．おわりに
（１）共通の参加意図
　①参加者は特定の大会ではなく，マラソン大会そのも
のに興味を示しているが，選ばれる大会の特徴として，
②開催地の魅力を体感できる大会。そして，③アクセス
の利便性，円滑な大会運営により参加者の負担を軽減し
ている大会が求められている。
（２）おかやまマラソンの発展要因
　④メディア各局による報道，岡山にゆかりのあるゲス
トランナーを起用することで，間接的に地域住民の主体
性が向上した。また，⑤大会事務局が繰り返し運営改善
を行ったことに加え，⑥会場から最寄り駅（岡山駅）が
１km圏内に立地していることが相乗効果として参加者
のストレス軽減に関与したと考えられる。
　本研究の課題点として，おかやまマラソンの主体性の
調査として，出走者だけなく，沿道応援の参加者や地域
住民を対象とした，地域住民の大会に対する評価を調査
し，その発展要因と非参加者目線の運営改善も検討する
ことが求められる。
［付記］
　本研究は，第１著者の才木が令和２（2020）年度・岡
山理科大学・生物地球学部の卒業研究で実施した研究成
果の一部であり，その内容を第２著者の宮本が大幅に加
筆・修正した。調査にご協力頂いた業界企業や関係行政
機関の皆様，地理学研究室のゼミ生，さらに，地理・考
古学コースの関係各位に厚くお礼申し上げます。
註
１）本研究の対象とする地方型市民マラソンとして，ランニング
専用サイト（ランネット）にて全国マラソン大会ランキング１
位を獲得したおかやまマラソンを検討した。
２）ランナー，同伴者，一般応援，ボランティアの合計。
３）直接効果，第一次波及効果，第二次波及効果。
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